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依存性について Eilenberger理論と London理論の 2つの手法により定量的な評価を行った。この中で、




(2) 強いパウリ常磁性対破壊効果がある場合での物理量の磁場角度依存性を Eilenberger 理論で研究
し、磁場角度が ab 面に近づいた時の上部臨界磁場の一次転移化に伴う影響について理論計算を実行し
て明らかにした。これより、超伝導体 Sr2RuO4での渦糸状態の異常を説明するためにはパウリ常磁性効
果が重要であることを指摘した。   
 学位審査は、学位論文、および、審査会での口頭発表と質疑応答により実施した。この学位論文の成
果は、超伝導体の特性解明にむけた超伝導渦糸状態研究の発展に寄与する成果を報告しているといえる。
よって、博士（理学）の学位に値する内容であると判定する。 
 
